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紅れん石愛媛県別子鉱I⊥1周辺

紅れん石は1853年にPiedmontのS`.Mar㏄1からKe口ngottによ

って発見され産地に因んでPiedmontite(ピｰモンタイト)と命

名された鉱物である現在はdを皆略してPiemOntiteとされて

いる化学成分はCa2(Al,Fe,Mn)8Si801里(0H)である

肉眼では色が特長的で紅色から紫紅色のきれいな鉱物で柱状ない

し針状の結晶であるマンガンをMn20割として5～22%含む

鏡下では黄色榿色紅紫色の多色性を示すので容易に鑑定できる

この写真の中央部にある柱状のものが紅れん石で周囲は石英である
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